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点 日本の歴史』３巻 古代編Ⅱ【奈良～平安時代】 新人物往来社　1991年）、「海
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研究』389号　1995年）、「真如（高丘）親王一行の「入唐」の旅―「頭陀親王入唐
略記」を読む―」（『歴史と地理』502号　1997年）、「冷泉家旧蔵本『長秋記』に見
える「高麗」・「渤海」・「東丹国」」（上横手雅敬編『中世公武権力の構造と展
開』 吉川弘文館　2001年）、「大陸・半島との往来」（吉村武彦編『列島の古代史』
４　人と物の移動　岩波書店　2005年)
馬　一虹（Ma Yi－hong） 中国社会科学院歴史研究所副研究員
小笠原　強（おがさわら　つよし） 専修大学大学院文学研究科博士後期課程在学
専修大学社会知性開発研究センター／東アジア世界史研究センター　リサーチ・アシスタント
【著書・論文】「汪精衛政権行政院からみた政権の実態について―機構・人事面から―」（『専修史
学』第38号　2005年3月）、「汪精衛政権の水利政策―安徽省淮河堤修復工事を事例
として―」（『中国研究月報』716号　2007年10月）、「共同研究「関東大震災と習志
野・船橋―朝鮮人虐殺事件の解明・追悼はいかになされたか（一）千葉県におけ
る関東大震災と現代―共同研究の概要と目的―」（『専修史学』第45号　2008年11
月）
福島　大我（ふくしま　たいが） 専修大学大学院文学研究科博士後期課程在学
専修大学社会知性開発研究センター／東アジア世界史研究センター　リサーチ・アシスタント
【著書・論文】「張家山漢簡『二年律令』訳注（一）～（一二）」（共訳、『専修史学』35号～46号
2003年～2009年）、「前漢後半期における皇帝制度と社会構造の変質」（『専修史学』
42号　2007年）
矢野　建一（やの　けんいち） 専修大学文学部教授
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【著書・論文】『遣唐使の見た中国と日本』（共著、朝日新聞社　2005年）、『長安都市文化と朝
鮮・日本』（共編著、汲古書院　2007年）、『長安都市文化と朝鮮・日本』（共編著、
三秦出版社　2008年）
「井真成研究－その後の研究動向によせて－」（『人文科学年報』37号　2007年）、
「中国における入唐留学生研究の動向」（『人文科学年報』38号　2008年）、「遣唐使
の派遣と春日山祭祀」（『東アジア世界史研究センター年報』第1号　2008年）
